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山下ふみこの
チャレンジ通信

鉄
道
高
架
が「
世
界
一
元
気
な
沼
津
」に
有
効
？

大
沼
市
長
の
公
約
違
反
を
問
う
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今
議
会
で
示
さ
れ
た
市
長
の「
平

成
29
年
度　

施
政
方
針
に
つ
い
て
」。

最
も
注
目
す
べ
き
点
は
選
挙
公
約

で
あ
っ
た
「
検
証
委
員
会
」
を
や
ら

ず
に
、
鉄
道
高
架
事
業
が
「
世
界

一
元
気
な
沼
津
」
の
実
現
に
有
効
な

事
業
と
認
識
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
「
な
ぜ
有
効
な
事
業
と
認
識
し

た
の
か
」「
検
証
委
員
会
を
お
か
な

か
っ
た
の
か
」「
高
架
事
業
の
実
現

可
能
性
に
つ
い
て
」「
財
源
確
保
に

つ
い
て
」
以
上
の
点
に
つ
い
て
代

表
質
問
を
行
っ
た
。
※
市
長
の
回

答
後
の
（ 

）
内
は
山
下
の
反
論

失
望
に
包
ま
れ
る
傍
聴
席

　

市
長
の
答
弁
は
二
転
三
転
し
て

要
領
を
得
ず
、
結
局
「
高
架
推
進

に
至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
情
報
公
開
を
し
市
民
へ
誠
心

誠
意
説
明
を
し
て
い
く
」
と
答
弁
。

　

本
来
は
議
会
で
説
明
す
べ
き
こ

と
に
も
関
わ
ら
ず
、傍
聴
席
は
い
っ

ぱ
い
に
集
ま
っ
た
市
民
の
不
信
感

と
失
望
感
に
包
ま
れ
た
。

Ｑ
：
な
ぜ
有
効
な
事
業
な
の
か
？

Ａ
：
経
済
界
の
方
々
か
ら
、
本
事

業
が
さ
ら
な
る
民
間
投
資
を
呼
込

む
と
伺
い
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
認
識
。
南
北
通
路
は
高

架
事
業
以
外
の
手
法
は
事
実
上
不

可
能
。（
高
架
で
は
な
く
、
南
北
通

路
は
工
事
可
能
）

Ｑ
：
検
証
委
員
会
を
置
か
な
か
っ

た
の
か
？

Ａ
：
私
な
り
に
過
去
の
議
事
録
や

検
討
結
果
を
自
己
検
証
し
た
。
県

の
Ｐ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
国
内
最

高
の
知
見
を
持
っ
た
有
識
者
会
議

で
３
年
と
２
億
円
を
か
け
公
平
公

正
で
あ
り
、
改
め
て
検
証
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
と
認
識
。（
市
民
は

納
得
し
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
検
証

が
必
要
で
は
な
か
っ
た
の
か
？
）

Ｑ
：
実
現
可
能
性
と
財
源
確
保
は
？

Ａ：国
、
県
の
補
助
金
や
市
債
（
借

金
）
等
の
特
定
財
源
の
確
保
と
、

安
定
財
源
の
市
税
収
入
の
確
保
に

留
意
し
て
い
く
。
本
事
業
は
都
市

の
価
値
を
高
め
て
、
固
定
資
産
税

の
増
収
に
つ
な
が
る
事
業
。
財
政

状
況
は
こ
こ
数
年
か
な
り
改
善
し

て
お
り
、
高
架
を
推
進
し
て
い
け

る
と
心
証
を
得
た
の
で
、
私
が
責

任
を
も
っ
て
事
業
や
財
政
見
通
し

に
つ
い
て
市
民
へ
情
報
公
開
を
し
、

市
民
合
意
を
得
る
こ
と
こ
そ
が
最

大
の
検
証
。（
推
進
を
前
提
で
市
民

合
意
を
得
る
事
が
な
ぜ
検
証
な
の

か
？
）

Ｑ
：
な
ぜ
今
、
事
業
の
推
進
を
決

断
し
た
の
か
？

Ａ
：
世
界
一
の
ま
ち
に
し
て
い
く

の
は
、
停
滞
感
を
一
刻
も
打
破
し
、

市
民
が
前
向
き
に
な
る
よ
う
高
架

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

実
感
し
た
。（
一
刻
も
早
く
と
言
え

ど
も
20
年
先
に
な
り
、
そ
の
間
ど

う
す
る
の
か
？
）

市
長
は
選
挙
公
約
違
反
と
い
う
自

覚
は
あ
る
の
か
？

Ｑ
：
新
成
人
議
会
で
市
長
は
、「
検

証
を
す
る
と
い
う
私
の
公
約
が
多

く
の
市
民
に
支
持
さ
れ
、
各
分
野

の
専
門
家
に
よ
っ
て
検
証
を
す
る
」

と
答
弁
。
そ
の
若
者
た
ち
に
ど
ん

な
釈
明
が
成
り
立
つ
の
か
。

Ａ
：
そ
の
時
は
そ
う
い
う
気
持
ち

で
あ
り
、
不
誠
実
だ
と
思
っ
て
い

な
い
。（
若
者
に
政
治
家
は
噓
を
つ

く
も
の
と
自
ら
が
示
し
て
い
る
の
か
）

Ｑ
：
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の

進
行
で
納
税
者
が
変
化
し
、
市
民

税
等
の
収
入
が
減
少
す
る
。
高
齢

化
に
よ
り
、
社
会
保
障
費
が
増
加

す
る
。
扶
助
費
の
増
加
で
普
通
建

設
事
業
が
圧
縮
す
る
。
以
上
の
こ

と
は
、
沼
津
市
よ
り
も
は
る
か
に

財
政
状
況
の
良
好
な
裾
野
市
が

言
っ
て
い
る
が
、
沼
津
市
に
こ
の

状
況
が
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
。

Ａ
：
人
口
減
少
に
よ
る
税
収
減
や

扶
助
費
を
含
む
社
会
保
障
費
の
増

加
は
全
自
治
体
の
共
通
の
課
題
で

あ
る
。
本
市
は
不
断
の
行
財
政
改

革
に
よ
っ
て
、
事
業
の
選
択
と
集

中
に
努
め
適
切
に
対
応
す
る
。

　

市
長
は
新
成
人
議
会
で
「
高
架

を
検
証
す
る
と
い
う
公
約
が
多
く

の
市
民
に
支
持
さ
れ
た
」
と
答
弁

し
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
数
週
間

後
に
は
自
己
検
証
で
高
架
を
理
解

し
た
か
ら
推
進
す
る
と
い
う
の
は

「
公
約
違
反
」
で
あ
り
、
政
治
家
と

し
て
最
低
最
悪
の
行
為
で
す
。

　

市
長
と
い
う
公
職
の
重
責
さ
を

認
識
す
べ
き
で
す
。

答弁の詳細はブログに掲載！ http://www.yamashita.fm 
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●　2月議会　●

議会報告

「チャレンジ通信」を

ご近所やお友達に
配布してくださる方募集中！市政相談受付中！

お気軽にお電話や
メールをください

日　時：5月6日 ( 土 )　時　間：13:30~15:00 
場　所：健康福祉プラザ 「サンウェルぬまづ」2 階大会議室

山下ふみこの市政報告会

沼津中央
高校

ホテル
沼津キャッスル

サンウェル
沼津

り
通
園
学

▼
駅
津
沼

Vol.25
〒 410-0022 沼津市大岡 1556-2山下ふみこ後援会事務所

平成 28 年 9 月に高架事業認可の取り消し等を求める訴訟を静岡地裁

に起こしました。第2回目の公判は3/14でした。。第3回は6/20です。

沼津市の行財政を健全な方向に転換させるために司法の判決を求め

るものです。沼津市民のために立ち上がった訴訟です。裁判には多額

の費用がかかります。どうぞ皆様のご支援をお願いいたします。

 第88回香貫山影奉仕のゴミ掃討作戦

・次回・
5 月 20 日
（土）

沼津駅鉄道高架訴訟支援のお願い

朝日新聞　2月 10日

静岡新聞　3月 7日

振込先：　南駿農協　原支店　口座 0058372
沼津駅鉄道高架訴訟支援の会　会計山本さよ子
郵便振替　００８２０ー６−１５３９５０
沼津駅鉄道高架訴訟支援の会
会長　石川望（090-3309-8643）

路上喫煙規制と禁止区域の条例可決
2 月議会の議案の一つに、「沼津市路上喫煙の規制に関する条例」が

可決されました。重点規制区域が指定され 10/1 から施行されます。

重点規制区域では路上喫煙が禁止になり、市の指定場所と民間敷地

内でしか喫煙ができなくなります。

ペナルティ：悪質な場合は、住所・名前・違反行為が公表される。

重点規制区域
喫煙場所★

県内女性議員を増やす会「なないろの風」通信

⃝  市長は「世界一元気な沼津へ鉄道高架は　
　  有効という心証を得た」と議会で答弁。
       その真意とは？

県内女性議員で構成する市民派

「なないろの風」。孤軍奮闘をしている私たちは時には孤立し

たりすることも。そんな時にはお互いに助け合って力を合わ

せます。4 月は掛川市と磐田市で 3 人の仲間が市議選に 2

期目と 4 期目に挑戦。

　　　　　　　 　女性議員を県内でさらに

増やしていくために、東奔

西走して仲間の選挙応援に

も駆け付けます。繋がるっ

て本当に心強いです。

3/18（第 3 土曜日）香貫山影奉仕 88 回目の清掃活動。桜の

花見に合わせて周辺の草刈りでした。最近では沖縄からも「沼

津アルプス」のために訪れたグループがありました。沼津の誇

れる宝「香貫山」です。

今年は例年になく、桜の開花が遅く、4 月初旬も

まだ蕾が固いままです。

4/2「影奉仕花見の会」も桜が

開花しないまま盛り上がりました。

毎月第 3土曜日 9：00集合
集合場所：香陵公園・茶屋前　
参加自由（申し込み不要）
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Hello
from Maasa

　４ヶ月の産休があっという間に終わり、2

月に仕事に復帰した。あっという間に４ヶ月

の息子をチャイルドケアに置いていく日が

来てしまった。もうこの世でこんなに離れる

ことが悲しいと思う一週間が過ぎ、これは

私にとってピンチだと思い、フルタイムで

復帰する予定だったが、地獄の復帰１週間

後、ボスに交渉して週三日に変更すること

ができた。

　ここ静かなアデレードでの保育園状況も

オーストラリア全土同様、競争率が高い。

妊娠４ヶ月頃に近所のチャイルドケア６ケ

所に申し込みをしたが、結局９ヶ月後１ケ

所しか返事がなかった。しかし、ラッキー

なことに私の会社のすぐ近くでとても雰囲

気の良い第1候補だった。１歳までの赤

ちゃんは Crawling Caterpillar （這うイモ

虫？！）というクラスで先生達が３人いて、

子供４人に対し先生1人という 割合。此

処は大きな公園の目の前にあり、公園の向

こう側はアデレード動物園があり、キリンや

猿が見えたり、動物の声が聞こえるちょっと

エキサイティングな場所にある。私も近い

ので昼休みに行って息子に授乳をするのが

日課だ。

　アデレードのチャイルドケア料金は1日

約＄９５（約８０００円）。政府からのリベー

トを含めるとそれぞれの所得収入にもよる

が、私たちの場合は手元1日＄３０になる

ので、まあやっていける。これがシドニーと

かになると1日約＄１９５（約１万６０００円）

らしい……。友人はロシアから祖父母に来

てもらったほうが安いので入れ替わりでや

り抜けているらしい。親のキャリアを保つた

めには長い休暇期間を入れないでバランス

良く働き続けることが大事だと思うが、これ

では子供をチャイルドケアに入れるために

働いているようなものだ……。

私も母親になった今、なんだかキャリアな

んてどうでもいいやっというのが最近の心

境。マザーフッド（母性）というものは本

当にマザーになってみないと分からないも

のだった……。

Vol.5娘、真麻からのレター

高
校
生
ま
で
こ
ど
も
医
療
費
無
料
化

財
政
的
な
負
担
の
検
証
は
？

　

沼
津
市
は
29
年
度
10
月
か
ら
、

０
歳
児
～
高
校
相
当
年
齢
ま
で
の

医
療
費
を
無
料
化
に
す
る
。
県
内

35
市
町
で
中
学
生
の
医
療
費
無
料

化
は
12
市
町
、
高
校
生
ま
で
は
沼

津
市
を
含
め
て
３
市
町
と
な
る
。

　

今
回
、
医
療
費
の
拡
大
に
よ
っ

て
、
２
億
８
千
万
円
の
一
般
財
源

の
加
算
と
な
り
、
子
ど
も
医
療
費

の
総
額
は
８
億
５
千
万
円
、
そ
の

う
ち
７
億
円
は
市
の
単
独
費
と
な

る
。

　

無
料
化
に
す
る
こ
と
は
、
限
ら

れ
た
一
般
財
源
（
主
な
も
の
は
市

税
収
入
）
を
減
少
さ
せ
、
他
の
何

か
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
あ
き
ら
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

少
子
化
対
策
に
有
効
だ
と
い
わ

れ
、
無
料
化
す
る
自
治
体
が
増
え

る
な
か
、
国
は
交
付
金
の
「
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
」
を
科
し
て
い
る
。
沼

津
市
の
場
合
、
29
年
度
の
国
保
へ

の
影
響
は
約
２
千
万
円
減
と
い
う
。

自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス
合
戦
に
な
っ

て
い
る
現
状
は
安
易
す
ぎ
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

医
療
費
を
無
料
化
に
す
る
、
そ

こ
だ
け
に
シ
フ
ト
す
る
の
は
な
ぜ

か
？ 

そ
れ
が
子
ど
も
の
育
つ
環
境

に
貢
献
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
？

そ
こ
に
普
遍
的
な
価
値
を
見
出
せ

る
の
だ
ろ
う
か
？

　

総
務
省
が
公
表
し
た
28
年
の
人

口
移
動
報
告
で
は
、
沼
津
市
は
転

出
超
過
の
数
が
ま
た
県
内
で
最
多

だ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
中
で
、
無
料
化
は
選
挙
公

約
で
あ
り
、
い
ち
早
く
実
施
に
踏

み
切
っ
た
が
、
ま
ず
は
本
当
の
意

味
で
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
働

き
な
が
ら
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

に
保
育
所
の
待
機
児
童
の
解
消
や

急
病
等
の
ど
ん
な
時
で
も
医
療
を

受
け
ら
れ
る
な
ど
も
っ
と
当
事
者

と
の
対
話
を
十
分
す
べ
き
で
は
な

か
っ
た
の
か
と
考
え
る
。

母
子
生
活
支
援
施
設

「
野
菊
ホ
ー
ム
」
開
設

議
員
期
末
手
当
の

値
上
に
反
対

　

今
議
会
に
お
い
て
、
賛
成

22
：
反
対
５
で
「
議
員
の
期
末

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
」
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
未
来
の
風
は
、
期
末
手
当

引
き
上
げ
分
４
９
，
４
９
６
円

の
受
け
取
り
を
拒
否
し
、
そ
の

値
上
げ
分
に
対
し
て
、
前
回
同

様
、
法
務
局
へ
供
託
を
し
た
。

　

そ
の
委
員
会
審
議
の
中
で
、

値
上
げ
に
賛
成
す
る
多
数
派
議

員
か
ら
、
反
対
す
る
の
は
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
り
、
政
治

に
利
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
い

う
趣
旨
の
意
見
が
あ
っ
た
。
人

事
院
勧
告
に
よ
り
職
員
給
与
の

改
正
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
便

乗
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

市
民
生
活
の
現
状
を
理
解
し
て

い
た
ら
、
自
ら
の
手
当
て
を
上

げ
る
こ
と
に
賛
成
は
と
て
も
で

き
な
い
と
思
う
の
だ
が
…
…
。

す
べ
て
の
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に

◉
こ
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー

み
は
ら
園
in 
富
士
市

　

富
士
市
に
あ
る
「
こ
ど
も
療
育

セ
ン
タ
ー
み
は
ら
園
」
に
、
保
護

者
の
方
と
一
緒
に
見
学
に
行
く
。

　

此
処
は
、
心
身
の
障
害
の
あ

る
就
学
前
の
児
童
を
受
け
入
れ
、

個
々
の
状
態
に
応
じ
た
療
育
（
社

会
的
自
立
生
活
に
む
け
て
行
わ
れ

る
医
療
と
保
育
）
を
実
施
し
て
い

る
。
幼
児
期
に
で
き
る
だ
け
早
く

に
療
育
を
始
め
る
こ
と
で
そ
の
後

の
社
会
適
応
力
が
高
ま
る
と
言
わ

れ
て
い
る
な
か
、
施
設
の
必
要
性

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　

昨
年
、
な
な
い
ろ
の
風
の
視
察

で
伺
い
、
所
長
の
理
念
や
施
設
の

運
営
に
つ
い
て
感
動
を
し
、
今
回

そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　

画
期
的
な
こ
と
は
、
園
ご
と
に

地
域
で
そ
の
子
ど
も
に
合
っ
た
保

育
が
で
き
る
人
材
育
成
を
し
て
い

る
の
で
、
み
は
ら
園
だ
け
に
集
中

し
な
く
て
も
、
地
域
で
同
じ
質
の

療
育
保
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
体
制
を
作
り
上
げ
て
き

て
い
る
。

　

発
達
障
害
の
子
供
が
増
え
て
い

く
中
で
、
全
員
を
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
状
況
に
あ
っ
た
が
、
今
は
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
各
園
を
訪
問
し
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
で
き
て
い

る
の
で
、
ど
の
園
に
お
い
て
も
発

達
障
害
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

保
護
者
の
不
安
解
消
を
図
り
、

子
ど
も
と
の
関
わ
り
に
見
通
し
が

持
て
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
る
取

り
組
み
は
、
沼
津
市
に
あ
る
「
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ゆ
き
」

の
役
割
と
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て

そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
貴
重
な
気
づ
き
を
頂
い
た

視
察
で
し
た
。

◉
里
親
制
度

　

あ
る
出
来
事
で
里
親
制
度
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

突
然
、
子
ど
も
を
残
し
て
家
族
が

居
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

学
校
か
ら
帰
っ
た
ら
、
家
は
も
ぬ

け
の
殻
だ
っ
た
ら
…
…
。

　

今
回
、
里
親
に
預
け
ら
れ
た
子

ど
も
と
の
出
会
い
は
、
私
に
と
っ

て
衝
撃
的
な
こ
と
で
し
た
。

　

少
子
化
で
子
ど
も
が
減
少
し
て

い
る
中
、
保
護
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も

の
貧
困
問
題
は
大
き
な
社
会
的
課

題
と
な
り
、
子
育
て
環
境
の
困
難

さ
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

「
里
親
制
度
っ
て
？
」

　

虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放

棄
）
な
ど
何
ら
か
の
事
情
で
、
親

の
も
と
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
子
ど
も
を
、
自
分
の
家
に
迎
え
て

養
育
す
る
の
が
里
親
で
、
児
童
相

談
所
を
通
し
て
委
託
さ
れ
ま
す
。

児
童
（
沼
津
市
）
の
県
内
・
児
童

福
祉
施
設
の
利
用
状
況

（
Ｈ
28
年
4
月
1
日
）：

児
童
養
護
施
設
・
34
人
の
児
童

乳
児
院　
　
　
・
８
人
の
乳
児

里
親
宅　
　
　
・
15
人
の
児
童

　

子
ど
も
の
お
か
れ
た
家
庭
環

境
や
親
子
関
係
が
育
ま
れ
て
こ
な

か
っ
た
た
め
に
、
心
に
傷
を
抱
え

た
子
ど
も
の
存
在
を
目
の
当
た
り

に
し
た
と
き
、
実
態
把
握
も
含
め

て
社
会
と
し
て
解
決
す
る
仕
組
み

は
整
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。

　

児
童
相
談
所
や
行
政
を
は
じ

め
、
医
療
、
学
校
、
地
域
等
の
関

係
機
関
と
の
連
携
や
里
親
な
ど
の

関
係
者
と
問
題
を
共
有
す
る
体
制

を
作
っ
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。

◉
母
子
生
活
支
援
施
設

「
野
菊
ホ
ー
ム
」
開
設

　
４
月
か
ら
開
設
し
た
母
子
生
活

支
援
施
設
「
野
菊
ホ
ー
ム
」。
県

内
で
は
静
岡
、
浜
松
、
沼
津
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
社
会
福
祉
法
人
・

東
静
会
の
民
設
民
営
で
、
沼
津
市

は
委
託
契
約
を
す
る
。

　

主
に
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
に
よ
る
単
身

女
性
や
母
子
の
保
護
が
約
７
割
と

い
う
施
設
の
目
的
と
し
、
生
活
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
の

育
成
や
母
親
へ
の
生
活
相
談
、
就

労
支
援
等
を
市
内
在
住
者
に
限
ら

ず
広
域
で
支
援
を
行
う
。

市
内
在
住
者
の
た
め
の
独
自
事
業

◉ 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

（
特
別
な
事
情
で
一
時
的
に
養
育

で
き
な
い
時
や
宿
泊
を
伴
う
一

時
預
か
り
を
原
則
７
日
間
行
う
）

◉ 

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
ィ

（
夜
間
保
育
18
時
～
22
時
）

　

施
設
は
社
会
的
養
護
施
設
な
の

で
場
所
は
公
表
で
き
な
い
が
市
役

所
・
子
ど
も
家
庭
課
（
電
話055-

934-4828

）
へ
連
絡
下
さ
い
。

　3月も終わろうとしている平日の昼下が
り、仕事が一段落したのでふらりと立ち寄っ
たいつものカフェ。「よかったら、こちらへ
どうぞ」と山下議員に声をかけられ、３席
しかないカウンターに彼女と一緒になった。
顔見知りだったが、リアルなご縁が繋がり
今回ペンを持つことになった。

　初めまして、函南町出身　沼津市在住。

35 年ハイキャリア美容師「もったいない生

き方を救出！命の美容家」大嶽由美子です。

結婚、出産、離婚……再婚、起業、がん治

療……今どんな状態でも、どこにいても、

新しい良縁、ご縁は、自分で選んで創れる

んです。

　「人生はユーフォーキャッチャー」ちゃん

と見ていてくれる人がいます。

　今を受け入れる心の余裕。小さな一歩を

踏み出す勇気。

　すべては雑談の中にヒントがある。

　29 年今年 3 月から 7 月まで、4 拍５日の

がん治療を６回繰り返す。

　４月に２回目の入院が決まった。

　すべてを受け入れ、がんセンターの出会

いの中で入院中の「女子会」が始まる。

　体調のよくない方はベッドに伏せ、体調

の良い人達に声をかけあっての「お茶会」

この女子会の雑談の中に、生きる勇気、ヒ

ント、知恵、希望、

全てがある。

　入院ばんざい、

私の心、体、気付

きをありがとう。

２回目の治療に行

ってきます！

ありがとう　
おかげ様　
感謝 美容室 ハート・アルファ

大嶽由美子

小特集


